
.   ⽶⼭梅吉記念館  周年記念式典で学友が活躍
公益財団法人米山梅

吉記念館の創立 50 周

年式典が、9 月 14 日、

東レ総合研修センター

（静岡県三島市）で開

催されました。全国か

ら約 750 人が登録する

盛会で、三島駅および

記念館と式典会場を結

ぶシャトルバスが到着

するたび、多くのゲス

トが来場。第 2620 地区米山学友会のメンバー

も受付や会場内の案内に協力しました。 

式典の第 1部では、「米山梅吉記念館 特別

功労賞」の受賞団体として当会も表彰されま

した。また、第 2 部では、台湾の故宮博物院

初の女性院長をつとめ、現在は国家芸術基金

会理事長など台湾美術界の要職にある米山学

友の林曼麗さん（1981-83・96／東京保谷Ｒ

Ｃ）が「己欲立而立人 己欲達而達人―米山梅

吉の価値観について」と題する記念講演を行

いました。講演の中で林さんは、常に他者を

自分のように考える仁者についての論語の一

節を引用し、「利他の精神」を実践する梅吉翁

の生き様と中核的価値観、前例のないことに

挑戦するイノベーターとしての功績を紹介。

最後に長年、美術館・博物館の運営に携わっ

てきた経験から、米山梅吉記念館へ向け「閉

ざされた箱から、解放された場に」など 3つ

の提言を送って締めくくり、会場から万雷の

拍手を受けました。 

そのほか、映像で綴

る米山梅吉の足跡「米

山梅吉の跫音」が上映

され、会場を沸かせた

ほか、女優・大塚良重

氏によるひとり語り

「魁の人 米山梅

吉 あなたへ」

が、圧巻の演技と

語りで会場を引き込み、感動のうちに閉会を

迎えました。 

 

 
米山梅吉記念館 50 周年に合わせ、当奨学会で

は、記念館 2階展示エリアの事業紹介パネルに
代えて、8月下旬にディスプレイを設置しまし
た。8分間の動画で、事業の概要をわかりやすく
紹介しています。米山梅吉記念館にお出かけの
際は、ぜひこのデ
ィスプレイにも足
を止めて、米山記
念奨学事業の紹介
ビデオをご覧くだ
さい。

. 寄付⾦速報 ― ⽶⼭⽉間にご協力を！ ―
9 月までの寄付金は前年同期と比べて 1.5％

増（普通寄付金:0.4％減、特別寄付金:4.0％

増）となり、約 570 万円の増加でした。2019

年度に入り、前年度比が初めてプラスに転じま

した。直近 10 年間の 9月分のみの単月比較で

は、それぞれ 9 月に 1千万円のご寄付をいただ

いた 2014,2017 年度の次に高い寄付額となり順

調に推移しています。 

10 月は米山月間です。日本のロータリーが

つくり育てた独自の米山記念奨学事業を、引き

続きご支援・ご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 
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.   伝統⾐装で⽇中交流 ― 第 回 漢服・きもの ショー ―
今年 7 月 7日、日本と中国の伝統衣装を披露

するファッションショーが都内ホテルで開か

れ、400 人以上の来場者が、漢民族の伝統衣装

「漢服」や日本の艶やかな「きもの」の魅力を

堪能しました。 

このイベントを企画したのは米山学友の田中

貴恵さん（旧名：林 芳／2008-10／東京麻布Ｒ

Ｃ）。日中の若い世代でなじみが薄くなってき

た伝統衣装を身近な存在とし、互いに着て楽

しめる交流事業を長年心に温めてきました。

これまでお世話になったロータリアンや同地

区学友のほか、田中さんが現在所属する東京

米山友愛ＲＣもクラブ創立 10 周年特別協力事

業として、全面的に協力をしました。 

田中さんは、「台湾や大阪など遠方からも大

勢のロータリアンが応援に駆けつけてくださ

り、生涯忘れることのできないイベントとなり

ました。何よりも、私の奨学生時代のカウンセ

ラー、片岡婦美江さんに見ていただけたことが

嬉しかったです。これからもご縁を大切し、日

中の架け橋という役割を一所懸命に果たしてい

きます」と、振り

返りました。 

.   ミャンマー⽶⼭学友会が選考 ― 田中作次奨学⾦ ―
ミャンマー米山学友会では、元国際ロータ

リー会長の田中作次氏からの寄付金を主な基

金とし、「田中作次奨学金」を設立して、日本

語を学ぶミャンマーの貧しい学生へ奨学支援

をしています。 

9 月 22 日、3 年目とな

る同奨学金の選考試験が

実施され、25 人の応募者

の中から学友会の厳正な

選考を経た 10 人が合格し

ました。今年を含め、こ

れまでの奨学生は累計 35

人です。合格者には奨学

金として 1年間の日本語の授業料 30 万チャッ

トの他、学友会が行う奉仕活動に参加した

り、日本から訪れるロータリアンと交流する

機会が与えられます。授賞式は 10 月 20 日午

前 10 時から。今年度よ

り、推薦者の米山学友が

「カウンセラー」を務め

ることになっているとの

ことです。ロータリアン

の皆さん、ミャンマーを

訪問する際には、ぜひ彼

らとの交流もお願いいた

します。

〜 海外⽶⼭学友会総会のご案内 〜 
 韓 国  2019 年 11 月 16 日（土）17:00〜 

会場︓ソウルパシフィックホテル 2 階 南山ホール 申込︓yoneyama@hanmail.net  

 台 湾  2019 年 11 月 30 日（土）年次⼤会 15:00〜、懇親会 17:30〜 
会場︓大直典華、申込︓yoneyama.rotary@gmail.com / rotary_yoneyama@yahoo.com.tw、または

Elisa.taiwan@gmail.com（幹事長代行：林倩如さん） 

 マレーシア  2020 年 2 月 16 日（⽇）14:00〜17:00 
会場︓The YMCA of Kuala Lumpur（https://www.ymcakl.com/page/217/Find-Us/） 
申込︓yoneyama.malaysia@gmail.com 
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